





Studies on Tradition and Change in Urban Festival:




Hirosaki City, Aomori Prefecture, during the seven days from August 1 each year, the 
festival will be held in various parts of the prefecture Neputa. Neputa Festival is a folk 
event sink that sleepiness, Neputa Festival of Hirosaki, which lasted until about 1933, a 
fight from the Edo period. The fight gave birth to live in different town or city you live 
in the samurai merchants. The fight was a brawl or hit the rocks before the hill and 
river. Neputa fight crackdown by police, there was criticism and loss of traditional local 
pride and spirit. Police or to the permit system, introduced a joint service and style, 
eventually, “show Neputa Festival” as the Board system was introduced. Energy fight 
rivalry with the past conflict, the place for contests, festivals Neputa among the postwar 
boom in tourism has been recognized as a result in the country, a successful fight to 
prevent.











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た。① 子どもの遊びとしての石合戦、② 祭礼・婚礼などのハレの行事に当たっての石打ち、 
③ 一揆・打ちこわし・騒動などにおける石礫、④ 弱者に対する礫、⑤ 手向けの礫、天狗礫などの
ような神意・超人的なものに関わる飛礫、⑥ 忍者など飛礫の名手の存在、と分類している。
（15）　「国日記」安永４年（1775）７月７日条
（16）　「国日記」安永８年（1779）７月11日条
（17）　「国日記」天保13年（1842）６月22日条
（18）　中沢厚『つぶて』法政大学出版会、1981年。
（19）　長谷川成一『弘前藩』吉川弘文館、2004年、119〜123、149〜152頁。
（20）　「侫武多取締規則」明治15年（1882）８月２日、甲第137号（『青森県警察史』上巻、1973年、719頁）。
（21）　「茂森津軽ネプタ愛好会　茂森町とねぷたの歴史」
（22）　「東奥日報」明治23年（1890）８月14日（旧６月29日）
（23）　「東奥日報」明治24年（1891）８月８日（旧７月４日）
（24）　藤田本太郎『ねぶたの歴史』弘前市立図書館創立70周年記念版、弘前市立図書館後援会、1975
年、124〜 151頁。
（25）　小山秀隆「争うネブタの伝承─青森県津軽地方のケンカネブタ─」（河西英通・脇野博編『北方
社会史の視座　歴史・文化・生活』第３巻、清文堂、2008年）、笹原茂朱『ねぷた祭り　明治・大
正・昭和』少年社、1982年。
（26）　県令第38号、明治31年（1898）６月29日（『新編弘前市史』資料編４、近現代編１、1997年、
921〜 922頁）。
（27）　「弘前新聞」明治40年（1906）８月14日（旧７月６日）
（28）　「弘前新聞」明治41年（1907）８月１日（旧７月５日）
（29）　「弘前新聞」大正２年（1913）８月７日（旧７月６日）
（30）　「弘前新聞」大正３年（1914）８月22日（旧７月２日）
（31）　「弘前新聞」大正４年（1915）８月10日（旧６月30日）
（32）　前掲註31と同じ。
（33）　「弘前新聞」大正４年（1915）８月18日（旧７月１日）
（34）　「弘前新聞」大正６年（1917）８月21日（旧７月４日）
（35）　「弘前新聞」大正７年（1918）８月12日（旧７月６日）
（36）　「弘前新聞」昭和４年（1929）８月５日（旧７月１日）
（37）　「弘前新聞」昭和４年（1929）８月７日（旧７月３日）
（38）　「弘前新聞」昭和11年（1936）８月17日（旧７月１日）
（39）　「東奥日報」昭和22年（1947）８月７日、この年、６月より東北地方巡行の途にあったが、７
月末から８月１日の豪雨により田畑の被害が相当でた。天候不順を理由に行幸取りやめ、ネブタ天覧
も中止とする方向に傾きかけた。天皇は11日に弘前に入り、その夜宿泊所となった弘前公会堂二階
から組ネブタを御覧になったという「陸奥新報」「東奥日報」の記事がある。
